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	著書、学術論文等の名称
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 の別
	発行又は
発表の
年月
	　発行所、発表雑誌
　等又は発表学会等
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	業 績 目 録（記入例）
令和　　年　　月　　日　　
　                                                      　　　 　　 氏名：　 防衛太郎  

	著書、学術論文等の名称
	 単著、
 共著
 の別
	発行又は
発表の
年月
	　発行所、発表雑誌
　等又は発表学会等
　の名称
	　　　 概　　　　　要

	（学位論文）
１　○○○○○○○
（著　　書）
１　○○○○○○○
２　○○○○○○
（学術論文）
「原著論文」
１　○○○○○○○○
· ○○
（口頭発表・その他）
１　○○○○○○○
	単著
単著
共著
共著
共著

	平成4年　2月
平成17年6月
平成16年8月
平成16年1月
平成2年3月
	○○大学紀要
○○書店
○○○○堂
○○研究誌第　号
p.    ～　　p.

○○学会第○回大会
	全体概要：200字以内
(外国文の場合は和訳を ( )書きで記載する。ただし外国文と和文の合計は200字以内。)
全体概要：200字以内
(外国文の場合は和訳を ( )書きで記載する。ただし外国文と和文の合計は200字以内。)
著者：○○○○、□□□□、△△
△△、××××
全体概要：
担当部分概要：○○○ p.～p.
＊担当部分の「標題」の他「編集」「監修」等の表現でも可能。
著者：○○○○、□□□□、△△
△△、××××
全体概要：
担当部分概要：○○○ p.～p.
· 本人担当部分抽出不可能な場合には「（共同研究につき、本人担当部分抽出不可能）等の語句を全体概要の後に記載する。
著者：○○○○、□□□□、△△
△△、××××
全体概要：
担当部分概要：○○○ p.～p.
· 本人担当部分抽出不可能な場合には「（共同研究につき、本人担当部分抽出不可能）等の語句を全体概要の後に記載する。
著者：○○○○、△△△△、××
　　　×××、□□□


業績目録の記入要領
１　業績目録は、１．著書、２．学術論文、３．口頭発表・その他　の区分に従って、
記入例を参考に作成すること。なお、学術論文については、小区分として、「原著論文」、「総説」、「症例報告」、「その他」、に分けて作成すること。
（別添の用紙が不足する場合は複写したものを用いて差し支えない。）
２　学位論文については、業績目録の最初の項目に記載すること。
３　単著、共著の別を記入するとともに概要欄に著者名を記入する。
　　著者名は、著書、論文等に記載されている順番に記入し、本人の氏名には下線を引く
こと。
４　各区分ごとに発行又は発表の年月順（現在→過去）に記入し、各区分ごとに連番を付すこと。発行又は発表の年月は和暦年号を用いること。
５　発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称の他、巻・号・掲載されたページ番号まで
記入すること。
６　概要欄には、全体概要を記入するとともに、共著の場合には本人担当部分の概要及び
ページを記入する。概要は原則として日本語で200字以内で記入し、外国語で記入する
場合は、和訳の概要を付すこと。(外国文と和文の合計は200文字以内。)

